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会長挨拶

楽しい夏も終わり、秋分の日も通
り過ぎ朝晩冷える様になってきま
した。皆様もこれから、ハロウィ
ーン、サンクスギビング、クリス
マス、忘年会、新年会等、家族や
友人と楽しめるイベントの多い時
期に入り、Covidの状況も昨年と
比べてオープンになって来たの
で、是非エンジョイしていただき
たいです。オミクロン用のブース
ターも出ていますし、フルーのワ
クチンもあるので、万事安全対策
がしやすくなっていますね。健康
第一で行動して下さい。

クイーン・エリザベスが亡くな
り、イギリスでは今年はプラチナ
ムジュビリーから、クイーンの葬
儀、キングの誕生とペジェントが
多く、時代の動きを感じます。日
本では阿部元総理が暗殺されると
言う日本では考えられないような
出来事もありました。全世界各地
での自然災害も多く、今年は変動
の多い年と言う感じがします。

８月の終わりから9月にかけてロ
ンドン、ギリシャのシロス島、リ
スボンに行きましたが、ベイエリ
アと比べて街中が綺麗・物価が安
い・賑わっている・マスクしてる
人がとても少ない、と感じまし
た。それから、更にドル高になっ
ているので、今ヨーロッパと日本
に（飛行機代は別として）行くと

by Toshiaki Murata

得かもしれません。日本への入国
は１０月１１日からはワクチン 
３回済 かCovidネガティブ証明が
有れば以前と同じように出来る様
になったようです。

世の中の平和、安全、安定を願
い、これから年末にかけ皆様が良
い天気の中で美味しい物を沢山食
べて元気になる事を願っていま
す。（天高く馬肥ゆる秋）
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      啓子の窓

「夏の終わりに秋の始まりを」  

 山中啓子

     
前回日本に滞在する間に、名倉有里による『夕暮れに夜明けの歌を』という秀逸なエッセイ集を読んだ。彼
女は、最近注目されるロシア文学の翻訳者で、この著作は、彼女が高校卒業後モスクワにある国立ゴーリキ
ー文学大学で日本人として初めて卒業した体験を綴ったものである。そのタイトルは、モスクワに滞在した四
年間にロシアの政情が急速に閉塞していくのを憂慮しながらも、ロシア文化の深い芸術性や人々の多様な
生き方に一筋の光を見出そうとする著者の心情を伝える。

実は、このエッセイに「夏の終わりに秋の始まりを」という題を付けたのも、私が最近経験した一連の変化に
とまどいながらも、やはりどこかに希望や救いを見たくて、こんなタイトルとなった。

ここで、夏の終わりというのは、私が過去１０年くらい毎年８月に友人夫婦の家で過ごした休暇に関わる。彼
らはマサチューセッツ州の真ん中にある池や沼が多い森林地帯に住んでいて、通りのはずれにある彼らの
家はこんもりした森の入り口にあった。家の前には広い芝生の庭があって、それを囲む背の高い木々が作る
日陰で椅子に座り本を読むのが、私の密かな夏休みの夢であった。妻のメアリは園芸や野菜作りが大好き
で、育てたきゅうりやインゲン豆を摘んで、盛りだくさんの手料理で夕食のテーブルを賑わせた。彼ら夫婦の
オープンでケアフリーのライフスタイルが私には性に合って、一日中大したこともせず誰にも構われず、ただ
そこにいるだけで心が満たされた。そこで１０日間くらいを過ごしてカリフォルニアに帰れば、すぐに大学の
秋学期が始まって、夏の終わりとなった。ただ、ここ３年間はCovid pandemicがあって、そこを訪れることは
できなかった。

しかし、私は知らなかったけれど、この家にも水面下で変化が起きていた。子供たちが成人して家を去った
後、この友人夫婦が互いに疎遠になって、どうやら深刻な事態になっているらしい。メアリはデプレッションに
陥って、あの底抜けの楽天さが消えた。彼女はこれからどうなるのだろうと心配になるが、遠くにいる私には
何もできない。と同時に身勝手ながらも、私の脳裏にはあの家で過ごした思い出が浮かび、ああ残念だな、こ
れであんなのどかな夏休みはもう無いのだろうか思ってしまう。

人生には変化が付き物。そうわかっていても、身近で
予測していなかった変化があちこちで起きているのを
見ると、今まで当然としてきた生活が本質的に変わって
いくようで、時には落胆する。実際は、変化の要素は多面
的に繋がっていてダイナミックに動くから、何がどう動い
ていくのは私の想像を超える。だから、原点に戻って、去
りゆく夏を惜しむよりも、新しく始まる秋に期待をかけよう
と自分にハッパをかける。もう８月も半ば。あと２週間も
すれば授業が始まり、大学のキャンパスは若い力がみな
ぎる。新しい出発が始まる。
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 とってもゆる〜いヨガサイエンス
 
皆さん、健やかな毎日をお過ごしでしょうか。

今回は骨粗しょう症がテーマです。ヨガセラピーの勉強を始めて３年目になりますが、ヨガの医学的な効
果がこれほど顕著に現れている症状は他にはないと思えるほど、骨粗しょう症とヨガは密接な関係にあり
ます。

まず、骨のお話から。普段目に入る「骨」というとお皿の上のスペアリブや、チキンの骨であったりと、
すでに死んでしまった骨です。実感が湧きにくいかもしれませんが、私たちの体の中の骨は皮膚や筋肉と
同様、常に新陳代謝を繰り返している生きた細胞からできています。その新陳代謝の過程において、古く
なった骨は「破骨細胞」という細胞によって取り壊され、その部分に「骨芽細胞」がくっついて建設作業
を行い、骨を新しく作り変えていきます。この骨代謝のメカニズムによって全身の骨が作り変えられる周
期は、若い人では３年、高齢では５～10年程度だそうです。加齢などによってホルモンバランスが変化す
ると骨芽細胞の働きを破骨細胞が上回るようになります。つまり、解体作業の後に建設作業が追いつかな
いような状態になるわけです。すると、骨がスカスカになってしまい、転んだり、軽い衝撃を受けただけ
でも骨折しやすくなってしまいます。これがいわゆる骨粗しょう症です。骨粗しょう症の骨折リスクは特
に背骨と腰骨に集中しています。健康寿命（介護を必要としない期間）を1日でも伸ばすために、骨粗し
ょう症対策はいつ始めても遅くありません。

ヨガの効果その１：ヨガは骨芽細胞を刺激して建設作業を助長し新しい骨を作る
骨の健康には健康な食事と日光が欠かせませんが、骨にはまた、力を加えられることでさらに強く生まれ
変わるという特徴があります。そして受ける衝撃が強ければ強いほど、その部分の建設作業がしっかりと
行われます。筋肉を存分に使って活発に体を動かすほど強く新しい骨が生成され、逆に骨に十分な衝撃が
かからない生活を続けていると、骨芽細胞の数が減り、新しい骨の建設が滞ってしまいます。

ヨガの効果その２：ヨガは骨密度の低下の速度を遅くする
女性は更年期に入ると今まで骨を保護してきたエストロゲンとプロゲステロンが急激に低下します。最近
では、加齢によるホルモンの変化の影響を抑えるヨガの効果が検証されています。

ヨガの効果その３：ヨガはストレスを低減させる（yes, it’s a good news for your bones!）
ストレスはコルチゾールと呼ばれるホルモンの分泌を増加させます。この分泌過剰な状態が慢性化すると
骨の解体作業がさらに進むことがわかっています。ヨガで気持ちをゆったりとリラックスする状態にもっ
ていくことは、実は骨の健康にも大事なことなのです。

骨は私たちのカラダの枠組みであり、筋肉の起始点と停止点を提供し、大事な内臓を守ってくれる役目も
担っています。ヨガを楽しみながら筋肉を鍛えて骨密度を高めると同時にリラクゼーションと呼吸法でス
トレスホルモンをブロックして、いつまでも強く健康な骨を作っていきましょう。

寄稿者：渡辺恵子　公認ヨガインストラクターRYT500。
ひまわり会毎週金曜ヨガクラス担当。認定ヨガセラピスト候補生。
サンフランシスコ在住　www.kaykowatanabe.com
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セミナーなどの
お申し込み方法
BayAreaHimawarikai@gmail.com
へ「○○参加希望」と書き、お名
前、メールアドレス、電話番号、会
員か一般か（支払い方法）を記し
お申し込み下さい。参加方法・リ
ンク等をお送りいたします。現在
クラスは全てオンラインで行われ
ます。

お支払い方法
PayPalの場合：
bayareahimawarikai@gmail.comで
検索して下さい。又、手数料をカ
バーする為に支払額に＄１追加し
てお支払い下さい。
チェックの場合 ：
支払先はHimawarikai/IIBA
で、Memo欄に支払い目的（例：ヨ
ガクラス・寄付）を記入し、P.O.
Box 6428, Albany, CA. 94706へ

１2月のセミナー

１2月3日（土）１―３ｐｍ
 「サイバー防犯：犯罪・事件・詐欺等の被害防止教室」

     講師：剱持順子・河野さき子

「サイバー犯罪はあとを経たず、多様な形で行われ、まさか自分が、と後
でいう人も多い。事例（電話スキャム・多種サイバー犯罪・脅しや情報ハ
ッキング・フィッシング・なりすまし等）と対応方法を知って被害対策を練っ
ておこう。大切な情報として2人のエクスパートが業界でになった知識をシ
ェアーしてくれる。是非参加して、知識を深め、被害者にならないようにし
て欲しい。」　オンライン形式。

　　
「ヨガ・ビギナーズコース」　第9弾

今年最後のコース！

ヨガクラスを始めて1年、はやいですね！

１１月１１日（金）　無料体験クラス
 お申し込みは「無料体験クラス」とSubject lineに書いて
 は１１月８日迄にメールして下さい。

１１月１８日（金）～１２月１６日（金）
� 毎週金曜日午前10時～11時
� 合計５回セットで１コース
� コースの参加費：会員＄20　一般＄30
� お申込み・お支払い（前払い）は１１月１５日迄に
 � 欠席した場合の払い戻しはありません。
お申し込み方法
bayareahimawarikai@gmail.comへ下記情報をお送り下さい。
1. 名前（ローマ字・日本語）
2. 会員か非会員か
3. メールアドレス

１2月のセミナー のご案内 と
ヨガクラスの予定
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古本市以外はオンラインで開催されます。

１０月
□　気功エクササイズ　毎週木曜日　10:00-11:30　　 
□　ヨガ・ビギナーコース　金曜日　10:00-11:00 10/7、14、21
□　花かご 12日（水）　1:30-3:00
□　古本市　15日（土曜日） 11:00-3:00　エル・セリート 八百屋さんの前
１１月
□　気功エクササイズ　毎週木曜日　10:00-11:30
□　ヨガ・ビギナーコース　10:00-11:00　11/8 (金）無料体験クラス・金曜日コース　18，25
□　花かご 16日（水）　1:30-3:00
□　古本市　19日（土曜日） 11:00-3:00　　エル・セリート 八百屋さんの前
１２月　
□　気功エクササイズ 毎週木曜日　10:00-11:30
□　ヨガ・ビギナーコース 10:00-11:00　金曜日　12/2、9、16
□　花かご　21日（水）　1:30-3:00
□　古本市　お休み

＊古本市は悪天候などで中止になることや、開催内容・時間などが変更・中止となる場合がありますので、ひまわり会ウェブ

ひまわり会カレンダー

前回のセミナー

１０月1日に伊藤いね子氏の「発達障害者の為のサポート
ーソーシャルワーカーとして」セミナーが開催された。

伊藤氏の今までの経験・多種カルチャー環境での職場・サポート
システムやサービスを必要な人々にコネクトする複雑で大変な
ステップを障害者の親達が、（特に日本人にとってはそれを英語で
やり取りする事の大変さ）くぐり抜けて行かなければならないが、
それが出来れば発達障害者は障害レベルにマッチした他の州にはない、素晴らしいサービスを
受ける事が出来る、と言う為になる思いやりのある話を聞かせていただいた。特に日本人の方
達で知らない方も居たらしっておいて欲しい、という事だった。
日本から（朝5時）の参加者も居た。今回のセミナーは多くの参加者からメールやメッセージ
で感謝と多少個人的経験をシェアーしたコメントが送られて来た。

伊藤氏がセミナーでシェアーしたコンタクトリストを欲しい方はひまわり会まで連絡して下さ
い。
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  シリーズ：気功エクササイズ

「大腸の気功」　 サンノゼ気功院　内藤雅啓

体が重く感じる、なにもしなくても疲れる。大腸を動かして体力を戻して元気になる気功。

1. 腕を捻って大腸の経絡を流す。
　基本姿勢：肩幅に足を開き、手のひらを上に向けて肩の位置まで手を上げて立つ。
① 息を口からゆっくり吐きながら、親指を前に向かって捻り下に向ける。
② このポーズを10秒維持する。（呼吸は自然呼吸）
③ 息を鼻からゆっくり吸いながら、親指をもとに戻し手のひらを上に向ける。
これを8回繰り返す。

          

  
2. 下腹部を叩いて大腸を動かす。
基本姿勢：肩幅に足を開き膝の力を抜いて、へその横から少し下に手を置いて立つ
① 『ハ』と声を出しながら強く息を吐き、手を置いたところを叩く。
　これをリズムよく32回繰り返す。

 　　　 　　 　　　 

 
「気功エクササイズ」のクラスは現在ZOOM (R)を
使ってインターネット上で行っています。ご自宅
から気軽に参加でき、初回は無料です。この機会
にぜひ気功エクササイズをご体験ください。２回
目からの参加費：会員$5.00/ 非会員$6.00です。
詳細お問い合わせは春海三悟（はるみ さんご）
　Sangoh35@gmail.com；(510)435-4017までどう
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 花かごだより

「俳句」

流雲や 紫雲香らせ 亡夫に添う
 （ペドロニ三枝 ）

我が髪も 白くなりけり 母思う 
 （ドンゴン巳器乃）

ひまわりの 目立つ姿は 母のよう
 （年子ワイルドマン）

エッセイ

「命はだれのもの」 
    翁長なおみ

私は、訪問看護の仕事を八十歳までの二十数年間続けた。最初は軽い気持ちでボランティアから始めたが、い
つの間にか私の人生の後半の時間をかけることになり、多くのことを学ぶことになった。

何人の方のお世話をしたのか、お名前さえもうろ覚えになったが、それでもその方達との時間は今もって暖かい
炭火のように心に残っている。その中で今でもお顔もお名前も覚えているのがK子さんである。末期がんで余命
一、二か月という方で、私にお世話できるかどうか迷いながらインタビューを受けた。

当時K子さんにはまだ強い痛みはなく、水とわずかな栄養食を一日数回摂っておられたが、これから痛みが強く
なり体の衰弱が進めば生きることをやめるため、すべての延命治療を断つことになっていると、K子さんは穏やか
な顔で言われた。私はお世話をすることを引き受け、K子さんとの会話に重点を置くように努めた。

K子さんは、静かに最期を迎える心の準備は既にできているが、ご主人や子供たちに少しでも長く生きてほしいと
泣いてすがられると、自分は利己的なのかと悩んでいて、とてもつらいと打ち明けられた。私は、あなたの命はあ
なたのもので、最後の決断はご自分の為に決めるべきだと答えた。K子さんは大きなため息をつき、「ありがとう、
初めて自分の気持ちを受け止めて貰えた」と涙を流された。

癌の終末は残酷で、K子さんはずいぶん苦しんで亡くなった。その後私は落ち込み、しばらくは仕事が続けられ
なくなった。ここで私は、看護者は患者との心の距離を冷静に図ることが出来なければ、この仕事は続けられない
ことを学んだ。
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次に思い出すのは、食べることを望まず、水だけを飲んで横たわっていたS子さんで、インタービューに訪れた
時、ナースと家族から本人が望んだ時に水をあげてくださいと言われた。S子さんに挨拶をすると、「私ね、もうす
ぐ死ぬのだから、構わなくていいのよ」と云われた。この時、私はこの方はユーモアのセンスがある、大丈夫、S子
さんはきっと助かるとひらめいたので、大急ぎで特製チキンスープを作り、水が飲めるのだったらスープも飲める
はずと、冗談の掛け合いをしながら勧めると、小さなお椀一杯のスープを飲んでくださった。それからは徐々に普
通に食事が摂れるようになり、すっかり元気になって、結局一年以上元気ですごし、最後は穏やかに亡くなられ
た。ここで学んだのは、命にとって大切なことは笑いと食事だということだった。

瀬戸内寂聴の書いた『釈迦』によると、釈迦がお供のアーナンダと一緒に最後の旅に出る前に、それまで住んで
いたべーサーリーの丘に登り広がる里を見ながら、「アーナンダよ、この世は美しい、人の命は甘美である」と説か
れたという。私は、この言葉に喜びを感じる。それは、すべての生きとし生きるものへの讃歌であり、祝福の言葉の
ように感じられるからである。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

「倍音」 
    ペデロニ三枝

六、七年前に倍音という語に出会った。「「倍音」と日本人」というタイトルで、中村明一(なかむら・あきかず、作曲
家、尺八家)が文藝春秋のコラムに書いたものを、何気なくコピーしていたのを取り出してみた。「無意識の中で聴
こえてくる音、そして脳に響いている音がある。「倍音」である。日常私たちが「一つの音」と思って聞いている中に
様々な音が含まれている。」と、書かれている。と言う事は、私たちは意識せずして、気付かぬ内に「倍音」を体験
しているという事なのだろうか。続いてこう書かれている。「人間は元々「倍音」に溢れた自然の中に住んでいた。
雨、風、波、川の流れ、動物、鳥、虫などの鳴き声、これらの音に包まれ、癒されていたのである。これにより、精
神は良好な状態になっていく。そういうことから私たちは「倍音」を聞くことにより、自然、宇宙、普遍性、荘厳な雰
囲気、宗教性、親密性などを感じることになるのである。」

私は、ここで自分と「倍音」について触れてみたいと思った。幼い頃の走馬灯のように駆け抜けていった遠いあの
頃のことを思い出してみた。裸足で裏山に登り、はぐれない様に友達の走る後ろ足を見詰めつつ追いかけ、野草
や雑草をかき分けながら夢中についていった幼い自分が見えてくる。裏山の夏は野苺がたくさんあった。あの解
放感と太陽の照りつける中、擦り傷をつけながらも息を吐き走り回っていた。あの時、「倍音」はそこら中に満ちて
いたというのだろうか。天真爛漫に身体一杯、身をはだけて風を切り走っていたあの時の感覚、あの暑さの最中、
私は鳥や虫と同じ様に無心に自然界の普遍を感覚していたの だろうか。

もう一つ、私には苦い思いだが懐かしく思うものがある。心身が砕けそうになっていた二十一歳の私は、丁度正
月過ぎ着物姿で飛行機に乗り、東京から沖縄へと帰郷した家路への昼下がり、小高い裏山の山々を見上げてい
た。裏山の山々は私が昔見たそれではなかったが、心の痛みを抱えて帰った私を温かく無言で迎えてくれた。ま
るでそこに人格があるかの様に、私を抱いてくれた。あの野山を駆けた私を覚えていてくれたのだろうか、と思っ
のであるが . . . あの時初めて私は古里の沖縄を魂の身近で恋しいと思った。余談になるが、沖縄に住む人々は
日々神々の存在を生活の場で生きる糧としながら、伝来の信仰心を養っていると私は自負している。その沖縄を
守護する祖霊とでもいうか、ご先祖さま方に私は懐かしい感情を抱いている。又、この「倍音」に書かれているよう
に、「人々に失った自然を体内に蘇らせる」とも書かれているが、自然と人々との魂との密着性は、普遍を貫いて
私たちに届いているのだろうと思えてくる。

もう一つ、例えば、昔私たちが中高時代に歌ったあの懐かしい歌の数々。山や森や河の豊かな自然を、あの十
代のときめく心で歌った美しい旋律や抒情詩である「菩提樹」、「庭の千草」、「野薔薇」、「追憶」など、私は未だ
見ぬあのドナウ川のあの美しい旋律などを思い出すのであるが、当時思春期の思い入れの強いそして感情の起
伏の激しかった私は、あの歌声に異国を慕い、憧れの想いは私の想像を駆り立てていた。あの数々の歌にも、「
倍音」はその背後にあり、人々が自然を謳歌し、心や魂の中で感性を響かせ、育み慈しんだのだろうか。「倍音」
は、創造性を生ましめ、語られ謳われたのであろうと思えてくる。
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私たち日本人も、自然文学や、和歌、俳句、又は沖縄の琉歌など、自然と密着した生き方、又いにしえの古代から
人々は自然を慈しみ愛することを無意識に、日本人としての心が培われ、生活の拠り所として人々は生きてきたの
だと思える。それと共に、特に日本人は自然と己れと神々の存在を心の深い部分で「一体である」と分かっており、
そして何より畏敬の念を魂の深い部分で無意識に意識していたのだろうと思うのであるが、どうであろうか。人間と
自然は決して切り離す事はできない永遠の生命体で繋いで一つの命と言えると、思う。

そんなことをこの「倍音」に触れて思ったのであるが、最後に少しネガティブになるが、人間の豊かな精神性、その
精神性に含まれる心地良い荘厳な雰囲気が私たちの中で育まれると言うものの、「都会のセメントの建物の多く囲
まれた所では倍音は少なく、人間を疲れてさせてしまう」と中村明一は書いている。そこでは健全で豊かな精神性
を育むのは難しいということである。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

「我が愛する少女マンガ」  
     武井よしこ

私は、かなりのマンガ愛好家だ。中でも少女マンガは、今でも読み始めると止まらない。少女マンガではないが、先
日ついに、『鬼滅の刃』の最終巻・第２３巻を読み終えた。いろいろと感じることがあった。私たち、マンガ初世代か
ら見ると、絵が美しく読んでいて楽しい。着物の柄も、昔のマンガはただの直線だけ使っていて、着ている物の柄な
ど鑑賞した覚えがない。今や日本の子供たちは、主人公の着ていた着物の柄で、マスクを作っているというではな
いか。しかし、これはかなり残酷な物語で、昔話の『舌切り雀』も雀の舌を切るなんて残酷だと思っていたが、そんな
もんではない。兄妹愛のマンガとも言われたが、この残酷さについてもう少し考えてみたい。即刻に答えは出ないと
思うが、時代は変わるという暗示かもしれない。

さて、私の好きな少女マンガ家は３人ほどいる。

一人目は、「萩尾望都」（はぎお・もと）という昭和２４年組の一人で、何と２０１９年に文化功労者に選ばれて、私た
ちファンを喜ばせた。私は２２、２３歳の時、彼女の代表作、『ポーの一族』を読んで、ひっくり返った。凄いマンガだ
った。文学の一品を読んでいるようだった。それをマンガで表したこの人の才能に驚愕した。以来、私は萩尾望都
に注目している。後の『残酷な神が支配する』は、第1回手塚治虫文化賞優秀賞を取った。これは、精神心理描写
というマンガでは表せない状況を描き、少女マンガでここまで描くかと又々驚いた。どこまでも、深く追求する人であ
る。恐ろしい人だとも思う。信じられないかも知れないが、私は、『ポーの一族』と、後に述べる杉浦日向子の『百日
紅（サルスベリ）』を何回読んだか覚えていないが、次のページのセリフまで覚えている。

もう一人は、「大島弓子」。世の中には、「マンガ評論家」などというプロがいるようだが、そのプロに言わせると、萩
尾望都は少女マンガ界に文学を持ち込み、大島弓子は哲学を持ち込んだ、と言っている。言われてみれば、大島
弓子のマンガは、時として、読了後アッケラカンとして何の感想も出てこない。何を感じればいいのか、わからないと
いうややこしいストーリもある。

彼女の『七月七日に』という、多分今から半世紀くらい昔のマンガだが、ストーリーは今風である。第二次大戦中、
ある所に風変わりな母と暮らす女の子の語りで始まる。後半で、実は、この母は亡くなった彼女の父に恋していた
男性だったという結末である（実の母は彼女を産んですぐ他界した）。その頃の少女マンガによくあった男性愛の話
で終わっているのだが、絵が美しい。大戦中の田舎町が夢のような絵で描かれ、私はこの不思議なマンガに魅了さ
れた。理屈抜きで理解した。また、この人はネコ好きで有名で、少女マンガの傑作品、『綿の国星（わたのくにほし）
』、『グーグーだって猫である』など、同じネコ好きとして、楽しいマンガがあるのは嬉しい。

少女マンガ界には、昭和２４年組みと言う言葉があって、この頃生まれたマンガ家に優秀な作品を残している人が
多くいる。ちょうど、手塚治虫の『リボンの騎士』を少女時代に読んだ人たちだ。そして私も２４年生まれである。萩尾
望都とは、誕生も１０日違いだ。
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そして２４年組よりは、はるかに若い「杉浦日向子」は、私に取って特別なマンガ家だ。ガンのため確か
５０代で亡くなられたが、不思議なマンガ家であった。亡くなる前はマンガ家を廃業し、もっぱら江戸研
究をして、NHKの『お江戸研究』などに着物姿で出演して、江戸の楽しさを教えていたが、私たちからし
たらそんなことより、もっとマンガを描いて欲しいところだった。本人が言うのには、マンガでどんなに
原稿料を高く取っても満たされない金額である、との事。確かに、私が彼女の代表作と思う『百日紅』や
『百物語』にかかる時間とエネルギーは、支払われた金額では割り切れないだろう。これらは、彼女のた
めに、「浮世絵マンガ」とでも新しいジャンルが必要かもしれない。『百日紅』は、江戸の浮世絵師・葛
飾北斎と娘のお栄の話だ。面白いし、このマンガを元に、“Miss Hokusai” という映画にもなった。

マンガがある限り、私の人生に退屈はない。

花かごとは別の投稿：

シロス島（ギリシャ）の旅から
     河野さき子

８月25日からヨーロッパへ19日間の旅に出た（ロンドンからシロス島、そしてリスボンへ行った）。

今回で２回目のシロス島はアテネから1日３便位出るフェリーに乗り2-3時間で着くシカラデス郡の中の一
つ島で良く知られているミコノス島の近くにある。シカラデスの首都だが比較的静かな島だ。ギリシャ人
の友人が普段は貸しているビラに１週間招待されたので行った。フェリーターミナル近辺がダウンタウン
で可愛い店がいろいろある、と言っても1キロの4角内に収まる位の小さい町だ。シロスでは６人程の集団
行動だったが、他の人達が観光している間に（私は既に行った事が有る場所だったので）、一人だけダウ
ンタウンでおろしてもらい、ブラブラとローカルのアーティストの作った作品を見たり、素敵な建築物や
内装を見たりして楽しんだ。車の来ない裏道の路上が席になっているレストランの一つで、焼いたイワシ
にオリーブオイルがかかっているデイッシュとサラダを食べた。サラダは凄く多かったので自分の分を取
って残りを隣の席の人にあげたら、隣の席の人はフライドズキーニを分けてくれた。ヨーロッパは何処で
も焼き魚が美味しい。オリーブオイルで揚げてあるので揚げ物もあっさりしている。「ギリシャのナショ
ナルフードはフレンチフライ」と冗談を言い合ったりする。レストランには猫が５－６匹ウロウロしてい
た。

ビーチに行くと、藁で出来たパラソルがいくつも立っていて雰囲気がある。ラウンジチェアーや普通のダ
イニングテーブルもあり、オーダーすると通りの向こうに有るレストランから運んで来る。一回はボート
を少し沖（１００ｍ位だったと思う）に停めてビーチ迄泳いでランチを食べた。海はとても穏やかでプー
ルみたいなので泳ぎやすいが、行きは良い良いで、帰りはどうしよ、と思っていたら、ボートはドックの
方に動かしてくれたので、ボート迄歩いて戻れて安心。沢山有る無人のビーチの一つへもボートで行って
泳いだ。水は透き通る様に綺麗で冷たくないので私でも長い間入って居られた（季節にもよるが）。クラ
ブミュージックがかかっている素敵なビーチクラブ（高級海の家；レストラン・バー・洋服屋・売店があ
る）にも行き、濡れた（皆海から出てきて座るので）ふかふかのカウチに座ったり寝そべったり、食べた
り飲んだり、踊ったり、海に入ったりして、１週間デレデレと地中海の夏を過ごした。

シロス島に行く前の日はアテネのアクロポリスの近くに１泊し、ギリシャ人の友達とアクロポリスが見え
る屋上のレストランに夕食を食べに行った。ギリシャ人にとってアクロポリスはいつ見ても見とれられ
る、日本人にとって富士山みたいな物らしい。私もアクロポリスを朝夕夜見るのが好きだ。

ギリシャのトイレは紙を流せないのでトイレの横にはゴミ箱が有りそこに使用済みの紙を入れる様になっ
ている。

ベイエリアと比べ、行った町々が綺麗、物価が安い（3割から５割）、親切と感じた。ヨーロッパは古い
歴史はあるが、又凄くMulti cultureだったり、日本やアメリカにない風景・雰囲気・文化があるので、
勉強にもなり、楽しいひと時を過ごすことが出来た。
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入会と会費と寄付：

年会費は＄２５です。ひまわり会では一年を通して、会員相互の親睦と生活の向上に役立つさまざ
まなイベントを行っており、どなたでも、いつからでもご入会いただけます。
会員継続（２０２２年度の会費支払いを忘れている方）をご希望の方、または新規入会ご希望の方
は名前、住所、メールアドレス、電話番号、会費お支払い方法をひまわり会の
メールに（又はチェックと一緒に）「入会申し込み希望」又は「会員継続」と書き、お送りくださ
い。支払い方法は前頁をご覧ください。

ひまわり会はIIBAに所属する非営利団体です。501(c)(3)団体に適応される税の控除が受けられる
文書をご希望の方はご連絡ください。

 

 ７～９月の活動報告
８月15日 ボードミーテイング

 いろいろ
古本市 10月は1５日に行われます。午前・昼・午後の部ボランティアが出来る方はご連絡下さい。
寄付について： 在庫と寄付予約が既に多いので、現在予約制になっています。寄付の前に確認なさ
って下さい。古本の寄付は11時迄に「自分が買いたい、又売りやすいだろう」と思える物だけをお持
ちください。

募集：ニュースレターの編集（AdobePDF, Illustrator, Indesign等が出来る方；３か月に一度）。
ブックキーパー（エクセルに簡単な収支の記入）。リストの管理（エクセルに入力・整理）。 イベ
ントコーディネーター（アドミン的な事）。 告知（メールとFBなど)係。など、いろいろありますの
で「週にX時間位ならOK」と是非ご連絡下さい。

 編集後記　編集委員　河野さき子

ひまわり会５０周年記念ビデオの制作は現在音入れ作業中です。終わりが見えてますが、もう少し時
間がかかりそうです。ボードの案としてはオンラインでなく来年でも皆様と集まって５０周年イベン
トを一緒にセレブレートしながらビデオ拝観しようと思っています。

8月25日から9月12日迄ヨーロッパ旅行に行ってました。９月16日から１週間「アキラ・タナと音の
輪」と言うジャズバンド（ツアーマネージャーをしているので）とバークレー、ソノマ、ＳＦ，モン
トレーでの演奏活動をして居ました。２０１３年から東日本大震災被災地へ毎年チャリティーツアー
を行って居ましたが、Ｃｏｖｉｄで行けなくなり、２０２３年は最後のツアーとして行く予定です。


